
第3学年国語科学習指導案

日 時   平 成 15年 10月 10日 (金)

場 所   釜 石市立大平中学校 3年 A組 教室

対象者 3年 A組 (男20名女 14名計 34名 )

授業者  教 諭  今 野 満 江

1 単 元名  四  状 況に生きる 人 間の生きる姿をとらえよう 『 故郷』 魯 迅

2 教 材について

(1)教 材観

本教材は 「人間の生きる姿をとらえよう」という単元の中にある作品である。この単

元は小説、随筆、詩の三つの作品からなっており、状況と真摯に向かい合う人間の姿が

共通して描かれている。

そのうち、「故郷」は社会や国家のあり方を問題にした作品である。広い視野を持ち、

骨太の作品である 「故郷」を学習することは、中学 3年生の文学教材学習としてたいへ

ん意義が深いといえる。二十年ぶりの帰郷という出来事の中で、希望から失望へ、失望

から絶望へ、そして、絶望から新たな希望へと変化していく作者の心情はもちろん、失

望や絶望を生み出した当時の社会から目をそらさず、一歩でも前進していこうとする人

間の姿をとらえ、さらに 「連帯することこそ希望の実現への道だ」という作者の強い訴

えを主題としてとらえさせたい。

(2)生 徒観

非常に落ち着いた学習態度であり、発言こそ少ないが、どんな課題であつてもきちん

と取 り組む生徒である。4月 のNRT検 査では、「話すこと」「書くこと」が全国に比べ

てよくなかつた。「読むこと」については、心情・情景の読み取 りだけが落ち込んでいる。

生徒は小説を読むことは比較的好きだが、そこから心情や情景を読み味わつたり、主題

に迫つたりしようとする意欲はあまり感 じられない。しかし、本教材の 1時 間目に 「な

ぜ魯迅はこの作品を書いたのか」について予想をしており、自分の予想と比較させるこ

とで小説を読み解 く、深く読むことのおもしろさを感じさせたい。

(3)指 導観

主題を考えることは文章を理解するための基本的な事項の一つである。叙述に即 して

展開をおさえながら、書き手の思考や心情に迫ることで、読み手としての立場で自分の

意見をもつことにつながり、それが生徒の豊かな考え方や心情が養われていく基礎とな

つていくはずである。そのため、骨太の本教材をじつくりと学習することで、「文章を読

んで、人間、社会、自然などについて考え、自分の意見をもつ」力を是非つけさせたい

と考えた。

しかし、以前は本教材だけで8～ 10時 間ほどかけることができたが、指導書では、

「二つの悲しみ」「お辞儀するひと」と合わせて5時 間という時間設定になっている。当

然、今までのように場面ごとの情景描写や心情表現に詳しく立ち止まつて授業を進めて



いくことは無理になった。作者の意図した主題により効果的に迫るためには、指導の重

点を明確にし、主題に迫るための学習課題を精選していかなければならない。大目標は

作品の主題や作者の思いをとらえることであり、そこにつながるキーワードを整理させ

ていくことによって、より効果的に主題に迫っていきたい。主題に迫る場面では、生徒

同士で話し合いをさせることで、「深め合い」と「気づき」を大事にし、より「わかつた」

という実感を持たせたいと考えている。

3 教 材の指導目標

(1)作 品の背景にある当時の中国の社会状況に関心を持たせ、それと結びつけて作品を読

ませる。

(2)風 景や人物の描写に着目させて読ませ、登場人物の変容や生き方を 「わたし」がどう

感じたのかを読み取らせる。

(3)作 品の主題や作者魯迅の思いをとらえさせ、社会のあり方や人間の生き方について考

えを深めさせる。

4 指 導計画 ・・・4時 間扱い

(1)魯 迅の生きた時代の中国について、資料を基にまとめてから 「故郷」を通読し、内容を場面

に分けて整理する。(1時 間)

(2)「 ルントウ」に象徴される美しい故郷と現実の故郷との落差を風景や人物の描写に着目して

読み取る。(1時 間)

(3)「 ヤンおばさん」と 「ルントウ」の変容をとらえ、その背景にある社会状況を読み取る。(1

時間)         i

(4)故 郷を離れる時の 「わたし」の心情を読み取り、「新しい生活」「手製の偶像」「希望」の内

容や意昧を考えながら主題をとらえる。(1時 間)

5 本 時について

(1)本 時の目標

・ '新 しい生活」の内容や意味を考えることができる。

. F手 製の偶/2H「ドキッとした」「歩く人が多くなればそれが道になるのだ」のキーワ

ードをもとにしながら、主題について考えることができる。

・ 「故郷」の主題をとらえることができる。



(2)指 導過程

学習内容 指導・支援,留意点 評価の観点・資料

導

入

５

分

前時の内容を想起する。

「ヤンおばさん」と「ルントウ」

について失望した 「わたし」の

気持ちを確認する

本時の学習課題の確認をす

る。    |

「わたし」の希望はどう

ば実現できるのだろうか。

・故郷の人々に失望し、さ

らに絶望感まで感じていた

「わたし」の気持ちを想起

させる。

・前時と対極にある希望に

ついて考えることを確認す

るだけでなく、課題に向か

うための手順も把握する。 。今日の授業で何を学

習するのかを把握で

きたか。(観察 ・ワー

クシー ト)

展

開

　

４。

分

3 「 わたし」が希望を考えるき

つかけをとらえる。

「新しい生活」とはどんな生

活かを読み取る。

希望を考えた時に、「どきっと

した」のはなぜかについて、自

分の考えをまとめる。

希望を考えた時に、「どきつと

した」のはなぜかについて、グ

ループごとに話し合う。

６

　

′

。「若い世代」に着目させ、

希望を見い出していく 「わ

たし」の気持ちをとらえる。

・ワ十クシー トに記入して

きた三つの生活について、

前時の内容を想起させなが

ら具体的にイメージさせ

る。

・考えの根拠になった語句

を押さえさせる。

・話し合いのリーダーには

事前に指導をしておく。

・ワークシー トを手がかり

にして話し合いのメモを

取る。

・「若い世代」とは誰

のことをさすのかが

わかつたか。(網諺吾・

ワークシート)

。三人に代表される生

活を指摘できている

か。(ワークシート)

・「新しい生活」がど

んな生活なのかをま

とめることができた

かも(観察 ・ワークシ

ート)

・根拠になる語旬をも

とに自分の考えをま

とめることができた

か。(ワークシート)

。話し合いの手立てと

なるキーワードを見

つけることができた

か。(観察・ワークシー

ト)



|

展

開

４。

分

グループでの話し合いを基に

して、どうしたら希望が実現で

きるのかを個人でまとめる。
―

8 各 自が書いた主題を発表し、
十
考えを深め合う。    i

・読み取りのヒントを準備

しておき、グループの話

し合いの進行状況を見な

がら援助 していく。

・ワークシエ トに主題をま

とめさせ、発表させる。

。まとめられない生徒に対

しては書き出しのヒントを

出すなどの援助を行う。

・ワークシー トに、自分が

気づかなかった点やいいと

思つた言葉などをメモさせ

る。

・発表をもとに、主題を確

認する。

・進んで話し合いに参

カロしようとしている

か。(観察 ・ワークシ

ート・自己評価表)

・話し合つた内容をま

とめて書くことがで

きたか。(ワークシー

ト・発表)

。他の人の発表を聞

きく自分にはない表現

をメモしているか。

(ワークシート・観

察)

。「故郷」の主題をと

らえているか。(ワ‐

クシート・観察)

終

未

５

分

自己評価カー ドを記入する。 ・授業への取り組みのほか

に、主題についての感想を

書 く欄を設けておき、率直

な感想を残させる。

・自己評価に書き込

み、主題についての感

想を書いているか。

(自己評価)

( 3 ) 青科町

・r新しい生活」の内容や意味を考えることができたか。

・ 「手製の偶像」「ドキッとした」「歩く人が多 くなればそれが道になるのだ」のキニワ

ー ドをもとにしながら、主題について考えることができたか。

・ 「故郷」の主題をとらえることができたか。



既 の印

本単元のねらい

風景や人物の描写を味わいながら、作品
の主題や作者例8いに迫るとともに、作品
の背景にある時代の状況を理解し、現在を

どう生きるかを考えるきつかけとする。

【関い。滴欲・購度】

【話すこと・聞くこと】

宙督くこと】

【読むこと】

【諦 】

する。
自分の課題を設定吹 それを解決するために必要な材料を集めて、
にして展開を工夫しておく。 Ⅲ        ,|

自分の意見が相手に効果的に伝わるように、根拠を明らか

文章や作品を読んで、自分のものの見方や考え力を深めようとする。
広く材料を集め、自分の考えが効果的に伝わるようく書き方を工夫しようとする。
聞き手のbをとらえるスピrチとなるよう、話し方を工夫しようとする。
話の中!購 ャ付加的な部分、事実と意見|の関係に注意臥!語の論理的な構成や展開を考えて話したり聞いたりする。
話の内容や意図に応じた適切な請句の運鯨【文の効果的な使い方など説得力のある表現の仕方に注意して、話したり開いたり

自分の立協と伝えたい事実や事柄を明確にし、文章嚇 に応して適切な構成を工夫して君く。

鏑開翻掘播撤轍 就
すや。

文章を調んで、人間・社会などについて考え、そこから自分の意見をもつ。
目的に応じてきまざまな文章を献み、自分の表現に役立てる。

相手や帥 に応町 、語やえキの陽ほ 展開に迎 〕肋 ることに気βく。

棚 の覗
｀

覗 面 島僻岬帥i目標 十分満足できる (A) おおむね満足てきる (B) 指博の手立て
・ 作 品を通読

して構造を

とらえる場

面

(発言・ノート)

関① 魯迅の生き
た時代の中国につ
いて、資料をもと
にまとめる。
献D 『故駒 を
通読し、内容々 揚
面に分けて整理す

る。

(1時間目)

提示された資料をもとに、当時の中国の生活に
ついてと魯迅の生涯にっいて興味を持つてま
とめ、教師の解説を的確にメモしている。 ′
作品全体を「lMJ咽 鞄 中論」「M」 の
4場面に分,スさらに、人物和輔靴 場所を考
えて甲弔判鴨修軸の各場面をそれぞれ二つ
に分けて6場面にゎけてぃる。

g鶴莱ず]吊ユ子
えあずて「M」の理を

提示された資料をもとに、当時の中国
についてと魯迅の生涯についてまと
めてぃる。

・作品全体を総 、町駒 「講 」椰
郷Jの 4場面に分けている。

や 軸 財軸 という言葉に注目して主顧
を予想している。

・ 資 料の年表に着目
させる。

・ 言 葉の意味を確認

以 B38を表靖 葉

に着目させる。

どこが印象に残つた

かを書かせて、そこ
から主題を考えさせ

る。



帥

OfT品を田腕虫 体強を整鯉して構
造をとらえる。

②風景や人物の描写に着目して説
扶 登場人物の変公や生き方、_その

背景にある社会状胡魅となえる。
③作品の主題や作者なれの忠いを
とらえ、社会のあり方や人間の生き
方にっいて考えを深める。

翻 わ し的 匁田住・軽団犀tHB

OISや 翔 脚 駄 郎 闇 縛 鶴
れた表現の効果についての理解を
深める●

おもな登場

人物の変容

や生き方と、

それらの背

景にある社
i会状況をと

らえる場面

(発言・ノート)

胞  リレントウ」
に象徴される美し
い故郷と現実の故
郷との落差を風景

や人物の描写に着
目して続み取る。

te時閣目)

帰郷した昭の敵郷の風景植写の具体的に5箇
所以上を指摘にき〔「わびしい」とぃぅ言葉【
まとめている。・      1、
回想の中の「ルントウ」が「わたし」にとっ
て性れの存在であることを中晦W男部約「/」ヽ

英雄」などの言葉をもとに胡み取り、それが
「美しい散飼」のイメージにつながっている
ことを続みとつている。   !

細憶の中の故郷と現実の資の諸差を色彩から
も指摘沼き、現実に失望している防たし」
の心情を統み取つているo

婦郷した時の故郷の風景描写を3箇
所指摘でき、「さぴ叫地という言葉
でまとめている。  i
ルントウとの思い出が 「わたし」に

とつてとても楽しいものであり、そ

れが 「美しい故郷」のイメージにつ

ながつていることを競み取つてい

る。         1

組臓の中の故郷と現業の要の落差に
気づき、現実に失望レている「わた
し」の心情を読み取うている。

風景描写を具体例

をあげて考えさせ

る。

ルントウとの思い

出語を整理させ、前

時の 「わたし」の気

持ちと比較させる。

「わたし」の気持ち

の比較から、「がつ

かりした」という言

葉を目1き出す。

調② 「ヤンおば
され と「ルント
ウ」の変本をとら

え、その背景にあ
る社会状況を読み
取る。
続0 換 かしい

ウレントウ」との
再会を果たしたと
きの「わたし」の

雌 を肋 聴 。
●蜘 印

縁鞍茜2酪螢祐摘楢霊携F集

1坪用端!甜輪 t iと言五克をど
襴 霰 絋謙斐
現在の

・
ちレントウ」が憩格基表すことのでき

抽ぷ'Pさ盤崩ヤ圏乳、言
晦た比お悔を:郵Pしてしヽる。

「ヤンおばさん」と
“
けレントウJのそ

れぞれの過去と現在の様子をワーク
シートにまと比、そあ変容の原因や理
由を本文中の電業から読み取つてい
る。

ウレントウ」に「だんな様!」とい
われたとき衝撃を想像し、「悲しむペ
き厚い壁」とは何かを読み取つてい
る。         !
現在の しレントウ」力S叱 くのばう
みたいな人間」であることを読み取
り、その 「ルントウ」に失望感を深
める「わたし」の心はを理解してい
る。

1

ワークシー トの項

目に沿つて、魯かれ

ている部分を見つ

けさせる。
「よつてたかつて
…」の部分をヒント

にさせる。

回想の中の二人の

関係を想起させる。

ルントウの変わりよ

うと「慈じむべき」
「「日がきけない」を

手がかりにさせる。

主恩をとら

え、まとめる

場面

(ノート)

納0 「 新しい生
油 「調 卿 的
「希望」の内容や
意味を考え、主題
をとらえる。
化時間ロカ榔的

T新しい生活」を考えるきつかけをとらえ、
その内容を'態倍を表に出せないと陶 ま
ま」などの営業を用いて具体的にとらえてい

る。
「手製の偶像d『手に入りにくい」などの表現
から、ウレントウ」と「ゎたし」あ共通点にき
づき、自嘲する「わたb」に気づく。    十

認 話 る部 蚤 ド 、軽 擁 粘 手
る」「リニターとなって新しい社会をつくる」
など実際に干歩を踏み出すのたという内容を
いれて、主題をまとめている。

[新しい生活」を考えるきつかけを
とらえ、その内容をイメージしてい

る。

,字製舶    「手に入りにくい」な
どの表現から、ウレントウ」と「わた
し」の共通点に節 いている。
「希望」と表現されている憩昧を考

/えて、「同じ者えをもっ」「百緒に行
動する」など船 な内容を入れて、

作品の圭選をまとめている。

「わたしのように」
などのワークシー

トの言葉を手がか

りにきせる。

緒し合いの内容を

できるたけ多くメ
モさせる。

緒し合いのメモと

キーワー ドを組み

合わせて考えさせ

る。

1車-1ど爵      !“ う|ギギ


